
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 
 

 

 

１ 賑わいのある観光地で絶滅危惧種の生育地 
 

 南湖公園は、年間 40 万人以上が訪れる、県南地方有数の

観光地です※１。寛政の改革を行ったことで知られる白河藩

主・松平定信は、1801（享和元）年に湿地だった場所の土砂

等を掘りあげ、堤を作り、今の南湖を作りました。門や柵も

なく開放的な園地が広がる南湖公園は、日本最古級の公園

としても知られ※２,３、国の史跡・名勝に指定されています。

歴史まちづくり法による歴史的風致維持向上地区計画が導

入され、外観や屋根の構造に関するきめ細かいルールに従

ったデザインの店舗群が並び、平日昼間でも観光客や市民

で賑わっています。また、元々の自然や地形を活かして造

園されたため、湿地や池の岸にカキツバタ、水中にトリゲ

モなど、絶滅危惧種が豊富に生育する生物多様性保全上重

要な場所で※４、県立自然公園にも指定されています。 

 

２ 松平定信公の先進性 
 

松平定信が南湖造営に托した意図としては、(1)灌漑
かんがい

用水の確保、新田開発のための条件整備、

操舟訓練や水練場所の確保などの実用に供した、(2)自然の地形や景観を尊重してできるだけ手を

加えず、自然と人工との調和を図った、(3)柵を設けず共楽亭を開放するなど士民共楽の園地とし

て整備した、(4)十七勝十六景を定め和歌や漢詩を依頼するなど名所づくりをした、などが研究で

指摘されています※３,５,６。また、江戸時代に描かれた絵図には、コウノトリやヒシクイなどの水

鳥も多く描かれており、昔から多くの生きもののすみかであったと考えられます※７。 

地形や植生を活かした造園手法で農業用ため池と誉れ高い景観を創出し、かつ豊かな生物多様

性を育む南湖公園は、200 年以上前から存在する紛れもないグリーンインフラと言えるでしょう。 

 

 

 

 

松平定信公による江戸時代のグリーンインフラ 

      ～白河市 南湖公園～ 
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を加工して作成 

南湖公園内の湿地に生育する 

絶滅危惧種カキツバタ 
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